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若手勉強会

１期生

若手勉強会

6期生

５年間  技術進展・社会変容
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DX

DX2.0
シーズ（技術・ツール）を学び、

ニーズ（課題） と マッチング ！
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6月～ 検討スタート ！ ７月～ 事例収集・整理

約 40件 

のDX事例

を収集

気付き を踏まえ、

テーマ 設定へ

建設分野 の DX 事例

『災害』や『防災』

との 関連が多い

8月～ 事例収集からの気付き
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出典：南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ
「R7.3月最大クラス地震における被害想定について」

震度分布図（陸側ケース）

津波高分布図（ケース1）

三重県内死者数 2.9万人
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身近 ＆ 自分事  として考えられる

出典：南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ
「R7.3月最大クラス地震における被害想定について」

画像提供：東北地方整備局震災伝承館

東日本大震災



県土整備部 職員として、

「どんな対応が必要なのか？」

⇒ タイムライン を 検討

施設災害対策課との意見交換

９月～ 検討打合せ
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３日 ３０日 （半年）７日 （１年） 10年

発災直後 被災調査 復旧・復興イベント

情報収集

道路啓開

被災調査

応急復旧

災害査定

測量設計

  積  算

工事施工

（～災害査定）

情報収集・共有 

被災調査   

設計・積算～施工

発生
南海トラフ地震

DX ②

DX ③

DX ①
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DX ① 情報収集・共有

DX ② 被災調査

DX ③ 設計・積算～施工

９月～10月 先進事例視察
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・参集困難 → 人員不足
・情報錯綜
・タイムリミット

情報収集・整理・共有は、人海戦術が基本

現状と課題 

情報収集・整理・共有 ⇒ まとめて出来る仕組み

方向性

東日本大震災（宮城県）

東日本大震災の写真 画像提供：東北地方整備局震災伝承館

東日本大震災（岩手県）

東日本大震災

ドローンの写真 出典：国土交通省ウェブサイト（九州地方整備局）より
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SNSの活用 

リアルタイムに位置付きで情報取得できるツールの活用

エリア  キーワードから絞り込み
AＩで誤情報を排除、地図上表示

SNS情報
  +

気象データ

道路カメラ

河川カメラ

：事例視察

画像出典：大分県の事例
（国土交通白書2023より）

三重県でも導入済み

カメラ 

IoTセンサ

地図連携

位置情報・録画・リアルタイム映像 -導入拡大中-

固定型カメラ小型カメラ

道路カメラ

事例視察（滋賀県）事例視察（滋賀県）3

事例視察（県庁内：防災対策部）１ 事例視察（県庁内：防災対策部） 事例視察（三重河川国道事務所）事例視察（三重河川国道事務所）2
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位置付きでリアルタイムに
情報取得できるツールの導入

三
重
県
地
図

【STEP 1】

1つの地図にリアルタイム情報
を表示可能な仕組みの構築

【STEP 2】

浸水

迅速かつ正確な情報を
シームレスに共有

職 員

関係機関

access

提言１：リアルタイム情報を一つの地図で可視化

１

2

：事例視察

3
背景地図：地理院地図（淡色地図）

レイヤー選択

SNS

道路カメラ

河川カメラ

浸水センサ

危機管理型水位計

道路啓開状況

孤立集落
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被災で地形が大幅に変化

 測量設計業者と共同作業

 支援者の受入れ

元 地 形の把握が必要

資 料 の共有が煩雑

支援者が活躍できる環境

現状と課題 

元地形の把握 、現地と関係者が活躍できる環境づくり

方向性

迅速な被災調査が必要だが…

資料のやりとり

東日本大震災の写真 画像提供：東北地方整備局震災伝承館
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元地形の保存   ＆   関係者が活躍できる仕組み

：事例視察

集約 → オープンデータ化 遠隔災害支援

地形データ・点群データ

土木施設の位置情報など

事例視察（広島県）事例視察（広島県）１

点群データで県土を
「アーカイブ化」

事例視察（静岡県）事例視察（静岡県）3

2021年 熱海土石流

５日間で状況把握

⇒迅速な対応に繋がる
事例視察（静岡県）事例視察（静岡県）2

遠隔地から被災地を支援する
仕組みを検討
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現地の
職員

他の庁舎
（県庁ほか）

他県の応援者
・研究機関等

情報共有システム

地形情報
（点群データ等）

平時に構築
災害時に運用

提言２： 現状のアーカイブ  ＆  災害時の仕組み化

：事例視察

平時に地形情報（点群データ等）

や 土木施設情報をまとめて保存
情報共有システム を利用し

関係者が連携可能な仕組みを構築・運用

【STEP 2】

関係者が
円滑に連携！

土木施設情報
（データ化）

アーカイブ （オープンデータ化）

OPEN
DATA

既存の地形情報 や 紙の台帳等

１ 2

３

【STEP 1】

測量設計
業者

遠隔地の
支援者
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現状と課題 

省力化
省人化
技術サポート

方向性

長時間労働が慢性化

人員確保が困難

中堅以上職員が不足

復旧・復興業務
+

通常業務

出典：地震調査研究推進本部（http://www.jishin.go.jp/main/index.html）

オーバーワーク超オーバーワーク

東日本大震災の写真 画像提供：東北地方整備局震災伝承館



自動化施工 で 省人化！

16

設 計 ～ 施 工 を 進 め る 中 で の 先 端 技 術

：事例視察

BIM／CIM（ビム・シム） 自動化施工

AI活用

事例視察（福井県）事例視察（福井県）2

積算の照査にAIを活用

1 事例視察（県内：測量設計業者）事例視察（県内：測量設計業者）

県内のBIM/CIM活用例

BIM/CIMとは
…建設事業で扱う情報を
デジタルで統合管理すること

大規模土工で自動化施工（A⁴CSEL®）

事例視察（鹿島建設株式会社（新名神城陽工事））事例視察（鹿島建設株式会社（新名神城陽工事））3

クワッドアクセル

適用事例：成瀬ダム堤体打設工事（秋田県東成瀬村）



提言３：設計～施工まで の 省力化・省人化・技術サポート

：事例視察

17

2

1 3
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３日 ３０日 （半年）７日 （１年） 10年

発災直後 被災調査 復旧・復興イベント

情報収集

道路啓開

被災調査

応急復旧

災害査定

測量設計

  積  算

工事施工

（～災害査定）

情報共有の円滑化

スムーズな復旧・復興

効率的な被災調査

DX ②

DX ①

DX ③
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○ 平時からDXに取組むことで、

緊急時に強力な味方につける！

○ 人・組織をアップデートし、

未来へと技術のバトンを繋いでいく
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県土整備部 若手勉強会６期生

一歩、前に踏み出そう！


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20

